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高オレイン酸植物油と乳酸菌摂取の相互作用がラットの血液と肝臓に及ぼす影響
～オリーブ油と水添植物油との比較～

坂井 恵子,黒江 稀美子,玉川 美穂,稲盛 朱里

要  旨
近年,食用油の市場では従来の n-6系脂肪酸/リ ノール酸を高含量含む油を,工業的水素添力||に

よる高オレイン崚植物油として並んでいる.本研究では高オレイン酸に変換された莱種油 。ひまわ

り油と乳酸菌摂取の十日互作用について,ラ ットの血液と肝臓の性状に及ばす影響についてオリーブ

油との比較検討を行った。

【方法】実験動物 :Spraguc― Dawlev系 雌ラ ントの 4週齢を無作為に標準食と乳酸菌食に分け,実験

飼料で 13週 間飼育を行った。実験飼料 :乳酸菌食と標準食は,脂質として n-9系脂肪酸であるオ

レイン酸含量の多いオリーブ油と市販されているオレイン酸含量の多いカノーラ菜種油とひまわり

油を使用したc乳酸菌は Lactococcus lactis stlbsp.Clremoris Iて ,AcetobaCter OrientaliS「Aを用い,ヨ ー

グル トを調製して使用したっその他の成分は全ての食,耳群で同じであつたし実験飼料は全ての食餌

群のカロリー量を同一にして毎日投′■した´生化学的測定 :測定キットを使用し,会社のプロトコー
ー

ルに従って行ったっ

尚,動物実験は鹿児島純心女子大学動物実験指針に従って行われた。

【結果】オリーブ油と高オレイン酸カノーラ油とひまわり油摂収における血液の場合,Gla型オス

テオカルシン (活性型オステオカルシン)は ,標準食で高オレイン酸ひまわり油がオリーブ油に比
べて有意に高かった。乳峻菌食では,カ ノーラ油と高オレイン酸ひまわり1山 はオリーブ油と同じ傾

向であった.ま た,高オレイン酸カノーラ油とひまわり油は在来型と同じ傾向を示 し,乳酸菌食の

影響は認められなかったc血液の GLP-1は ,乳酸 1果i食でオリーブ油と高オレイン酸ひまわり油は

標準食より上昇し,オ リーブ油は高オレイン酸ひよわり油より有意に高いのが認められた.菜種油

とひまわり油において,高オレイン酸型と在来型は標準食と乳酸菌食で同じ傾向を示 したtグ ルコー

スは全ての食

'耳

群間で乳酸菌食の方が標準食より高い傾向であった[血 |_液 と肝臓の トリアシルグリ

セロール (lG)で は,乳酸菌食のオリーーブ油が,菜種油やひまわり油の高オレイン酸型や在来型

に比べて有意に高くなった [

【結論】1)血液の Gla型オステオカルシンは,乳酸菌食において高オレイン酸ひまわり1由 (n-9)

がオリーブ油に比べて有意に高かった.2)GI.P-1では,高オレイン酸植物油の標準食はオリーブ

油と似た傾向であったが,乳酸菌食では,オ リーブ油と在来型のひまわり1山 (n-6)で GLP-1が有

意に増加 した.3)血液と肝臓の TGでは,乳酸菌食のオリーブ油が高オレイン酸植物油よりも有
意に増加 した.4)高 オレイン酸植物油の血液と肝臓の性状は,オ リーブ油よりもオリジナルの在

来型とよく似た傾向が認められた.

キーワー ド :水素添加高オレイン酸 , |ヽ ランス脂肪酸,オステオカルンン,GLP-1

緒  言
高 リノール酸植物油を li業的水素添加による高オ

レイン酸に変換する際に,少 量の トランス脂肪酸や

ジヒドロ型―ビタミン 1、 1が畠|1生することがキ‖告され

ている
11. 
ジヒドロ型―ビタミン Klは , ビタミン |く

2の産牛を FL[害 し,そ のためにオステオカル ンンの

産生を阻害 して骨折や糖尿病発症などを引き起こす

ことが示唆 されている
」り.オ ステオカルシンは, 日・

ホルモンと呼ばれ,骨形成に関 与する以外に,而_液

中に放出されて脳をはじめ多くの組織に取 り込まれ ,

動脈硬化や糖尿病や腎機能などにも関 与していると

示唆 されているが
1・¬
,メ カニズムの詳細については

木だ明らかでない部分がある.

著者 らは先行研究において,オ リーブ油 (pureと
vil gin)と 紅花油 (n-6)と 高オレイン再た紅花油について

比較検討を行った
。1.本
研究では,水素添加高オレイ鹿児島純心女子大学看護栄養学部健康栄養学科
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ン酸植物油の対象を増やすために,市場上位のカノー

ラ油とひまわり油について,それ らの在来型とオリー

ブ油 (pШで)を使用 して,オ ステオカルシンと GLP-1
の関連性や脂質性状について比較検討を行った〔 さ
らに,高 オレイン峻植物油の性状がオ リーブ油と同
じか,高オ レイン酸型植物油と在来型植物油の比較 ,

乳酸菌食の影響について明らかにすることを |」 的と

した^

方  法
実験動物 :Sprague― Dawley系雌 ラッ トの 4週齢を無

作為に乳酸菌食 (I.act)と 標準食 (col宙ol)と に分けた

(lablc l)_次 に Lactと controlの 中をオ リーブ油・

菜種油 。ひまわり油とに分けて行った (Fに 1).

実験飼料 :脂質として,オ リーブ油 ptlrc(和 光純薬),

高オレイン酸カ ノーラ油 (日 清 o山o), 莱種油 (和 光

純薬),高 オ レイン峻ひまわ り油 (昭和産業),ひ よ

わ り1由 (和光純薬)を使用 した[乳酸菌は,I ncto―
COCCuS laCtiS SubSID,CremOriS FC,1ヽcetobacter orientaris

Fへ (フ ジッコ 株)を使用 し,実験食の訓製時毎に粉

末か ら牛乳 (明 治)で ヨー グル トを調製 して使用 し
たこその他の成分はコーンスターチ (日 本澱粉 株 ),

シュクローース (和光純薬),セル ロース (ナカライ 株 ),

ビタミンミックス (SIで 株), ミネラル ミックス (オ

リエンタル酵母 株),コ リン (和光純菓)であった.
エネルギー%は ,乳酸菌食 (I.act)と 標準食 (control)

ともに糖質 57%,た んばく質 19%,甘旨質 24%で行ったc

実験飼料は各食自耳群 ともカロリー量を同
‐にして毎

Table 1. Dietary groups

Control : standard diet, Lact : diet contained yogurt, sun : sunflower oil
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日投与 し,翌 日残量を測定 し摂取量を記録 した。水
は自由摂取で行った。

生化学的測定 :飼育終 F後 ,ラ ッ トはネンブタール

で麻酔 したのち心臓採血を行った。その後,肝臓を

摘出し,測定まで -80℃で保存 した。生化学的測定

はキットを使用 し,会社のプロトコールに従って行っ

た。ラットの体重測定は毎週 1回行った。

尚,動物実験は鹿児島純心女子大学動物実験指針
に従って行われた。

結  果
本研究では,実験飼料の摂取量および体重増加量に

おいて各食餌群間に有意な差は認められなかった
.'

¬ 血液の Gla型 オステオカルシン
高オ レイン酸植物油同士の比較 :高 オ レイン酸

(n-9)の標準食は乳酸菌食 kり も高い傾向を示 し

た。1票準食の高オレイン酸ひよわり油はオリーブ油

に比べて Gla型 オステオカルシンは有意に高いのが

認められた (F,1).

菜種油とひまわ り油の高オ レイン酸型と在来型の

油の比較 :高 オ レイン酸型 と在来型の 1山 は同じ傾

向であ り,ま た,標準食と乳酸菌食との間にも有
意な差はみとめられなかった (Fig 2).

Gia型 オステオカルシンに対する乳酸菌食の影響 :

乳酸菌食の影響は,カ ノーラ油のみ乳酸菌により

Gh型オステオカルンンの有意な減少がなられたが ,

ひまわ り油 (n-9,n-6)や オ リーブ油では乳酸菌の

影響はなかった (Fig.3)_

や
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2 血液中の GLP-1

高オ レイン酸植物油同士の比較 :乳酸菌食の方が標

準食よりGLP-11t高 い傾向であった (「尊4).そ し

て乳酸菌食では,オ リーブ油の GLP-1が ,ひ まわ

り油に比べて有意に高いのがみられた_

菜種油とひまわ り油の高オ レイン酸型と在来型の油

の比較 :高 オレイン酸型 と在来型の油は標準食と

乳酸菌食 とで同 じ傾向を示 し有意な差はみ られな

(15)

かった (Fig.5)_

GLP-1に 対する乳酸菌の影響 :在 来型ひまわ り油

はオ リーブ油と同 じく乳酸菌食の方が標準食より

GLl)-1は 有意に増加 した (Fig.6).

3 血液中のグルコース :菜種油・ひまわり1由・オリー
ブ油において,高オ レイン酸型や在来型に関わらず ,

乳酸菌食は標準食に比べて高い傾向であった(F,7)_
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4 血液中の トリアシルグリセロール (TG):乳酸菌
食のオリーブ油が,菜種油やひまわり油に比べて

TGは有意に高くなった (1'ig.8)ぅ  ‐方,在来型の
菜種油とひまわり油は,高オレイン酸型 よりTGは

低い傾向であったD

5 血液中の総コレステロール (Total Cho):オ リー
ブ1由 とひまわり油の「otal Choは乳峻菌食の方が高
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い傾向であったが,菜種油は高オレイン酸型と在

来型に乳酸菌の影響はなかった (Fig.9)c

肝臓の トリアシルグリセロール :乳酸菌食の方

が標準食に比べて
・
K〕 は増加傾向を示した (F尊 10)_

しかし,在来型のひまわり)山 (n-6)に乳酸菌食の

影響はみられなかった.

6
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7 肝臓の総コレステロール :乳酸菌食の方が標準
食に比べて総 コレステロールは上 :マ IL民 向を示 した

(F尊 11).肝臓の TC〕 と同 じく,在来型ひまわ り油

(n-6)は乳酸菌食に影響されなかった_

8 血液の HDL― コレステロール :乳酸菌食や高オ
レイン酸植物油の食餌群間に有意な差はなられな

かった (Fig.12).

(17)

【結果のまとめ】

1 高オレイン酸植物油同士の比較 :乳酸岸i食では,高
オレイン酸ひまわ り油が Gla型オステオカルシンと

GI.P-1に おいてオリーブ油とは異なった (Fig■ ,Fig■ )=

血液の TGは ,オ リーーブ油の方が乳酸菌食で高オ
レイン酸型のひまわ り油やカノーラ油より有意に

増加 したのが認められた (F● 8)[
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2 高オレイン酸型油と在来型油との比較 :li■液の
TGは ,標準食と乳酸菌食ともに在来型油の方が低
い傾向であった (Fig.8)が ,肝 |1蔵 の・lGで は在来
型ひまわり油 (n-6)以外は乳酸菌食の方が標準食

に比べて増加 した (1'に 10)c

ひまわり油と菜種油において,Gla型 オステオカ

ル ン ン ,CLP-1,グ ル コー ス ,TOtal― ChO,HDL― Cho

では,高オ レイン酸型油と在来型油 とはよく似た

性状を示 した (F嗜.1,2,7,9,11,12).

【考  察】
工業的に水素添加 された大豆油では SHRSPラ ッ ト

の寿命短縮が報告されてお り
｀̈
、高オ レイン酸植物

油の誓鐘が示唆 されている「 本研究では,高 オレイ

ン酸植物油が Gla型 オステオカルシンと GLP-1産 /li

に関与 して,血精 1直に関連 しているのか,検討を行っ

たところ,本研究の条件では有 きな差は認められな

かった。 一方,高 オレイン酸ひまわ り油 と高オ レイ
ン酸カ ノーラ油,それ と各々の在来油型 との比較を

行ったところ,有意な差は認められなかったことか
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ら在来型の品質の影響が強いことが考えられた。 li

業的な水素添加の際に発生するジヒ ドロ型 ビタ ミン

I(1の 影響については,今後 さらに検討をする必要

が示唆 されたぅ ‐方,本研究の条件 ドでの ll業的水
素添加による高オ レイン酸型植物油は,同 じ在来 11!

植物 1由 とほ |ゴ 同 じ性状を示 したので,オ リーブ油 と

は異なることが先行研究と同様 であった
|｀
1_脂
肪酸の

二重結合を 1つ消 しただけでは到達 しない,他のファ

クターの存在が示唆された_

1

2

【結  論】
.而_液の TCにおいて,高オレイン酸ひまわり油と

カノーラ油は,オ リーブ油に比べて顕著に低かった。

・高オレイン酸ひまわり油とカノーラ油は,而_液

と月干臓でそれぞれの在来型 1由 と同じ性状を示す傾

向であり,オ リーブ油とは異なったっ
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Abstract

It is still unclear whether the high oleic vegetable oils which are made by industrial hydrogenation have

the functions as olive oil.

The aim of this study, we investigated the function of hydrogenated high oleic vegetable oils compared

with olive oil. Further, we searched the effect of lact diet (contained yogurt) on high oleic vegetable oils.

Method: Sprague-Dawley rats were randomly divided into control diet and lact diet contained yogurt. Then,

each group had five kind of lipid groupsi olive oil, canola oil, rapeseed oil, high oleic sunflower oil and n-6

sunflower oil. The rats of each group were fed same amount of calories a day for 13 weeks. Yogurt were made

from Lactococcus Lactis subsp. Cremoris FC, Acetobacter orientaris FA with milk.

Result: Gla-osteocalcin of blood: High oleic sunflower oil but not canola oil showed significantly higher than

olive oil in standard diet. Lact diet did not affect on gla-osteocalcin among n-9 group/ olive oil and sunflower

oil (n-9, n-6) except canola oil. GLP-1 in blood: there was no difference in n-9 vegetable groups in standard

diet. In contrast GLP-1 was significant higher than sunflower oil (n-9) in Lact diets.

GLP-1 also show any difference between hydrogenated oils and ordinary vegetable oils in both standard

diet and lact diet. Then, blood glucose showed similar level among diet groups in standard and Lact diet

groups.

Tiiacylglycerol in blood and liver, olive oil in Lact diet showed significantly higher than any other oils.

Conclusion: The high oleic canola oil and high oleic sunflower showed no difference from their ordinary

vegetable oils. Tliacylglycerol of blood with olive oil in lact diet increased significantly than other vegetable

oilsy.


